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１ .はじめに  

市では、昭和 46年に第一期基本構想・長期計画を策定して以来、現在まで、定期的に計画の調

整、策定を行い、これらに基づいて計画的な市政運営を推進してきました。 

長期計画は、市の目指すべき未来の姿を示し、それを実現するための政策を決める大切な計画で

す。計画期間は 10年間ですが、20〜30年先を見通した長期的な視野に立ち、策定しています。 

令和５(2023)年 12月に市長選挙が行われたことに伴い、武蔵野市長期計画条例第３条の規定に

基づき、実行計画（第六期長期計画・調整計画）の見直しを行い、令和７(2025)年度から令和

11(2029)年度までの５年間を計画期間とする武蔵野市第六期長期計画・第二次調整計画（以下、「第

二次調整計画」）案を作成することになりました。令和６(2024)年７月 25日に市長より、市民委

員から構成される第二次調整計画策定委員会に対して諮問がなされ、計画案の作成に向けて、第六

期長期計画・調整計画から読み取ることが難しい選挙公約に関連したテーマに絞って議論してい

ます。 

計画案の作成にあたっては、第一期基本構想・長期計画策定以来の本市の特徴である、市民参加・

議員参加・職員参加を中心とした「武蔵野市方式」を継承するとともに、市民との意見交換会、市

議会議員との意見交換、オンラインプラットフォームを活用した意見募集など、様々な手法を用い

て意見聴取を行っています。 

今回、第六期長期計画・調整計画策定時と同様に、市の将来を担う中高生世代の意見を積極的に

取り入れることを目的として、本意見交換会を開催しました。 

実施にあたっては、令和５年４月１日に施行された武蔵野市子どもの権利条例の趣旨に沿って、

参加者である中高生世代が自由に発言できる場づくりを重視し、策定委員や市事務局は参加者の

意見等に耳を傾け、必要に応じたサポートを行うという姿勢で実施しました。 

当日は、16 名の中高生世代にご参加いただき、グループに分かれて第二次調整計画で議論して

いるテーマについてフリートークを行いました。トーク終了後は、各グループのまとめやコメント

を策定委員より発表し、全体に共有しました。 
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２ .実施概要  

（１）募集方法 

 市内在住・在学の中高生世代（12～18歳）の方を対象に、市報８月１日号で広く公募するととも

に、市内の中学校及び高校への案内チラシの配架、SNS投稿、FMむさしのへの出演など、様々な手法

を活用し、参加者を募集しました。また、中高生世代ワークショップ「Teensムサカツ」の参加者

や、中学生・高校生リーダー養成講座登録者にも声掛けを行いました。 

 

（２）申込者報告 

在籍 学年 人数 

中学校 

１年生 ３名 

２年生 ３名 

３年生 ４名 

高校 

１年生 ４名 

２年生 ５名 

３年生 ２名 

合計 21名 

※募集定員は 20名程度でしたが、応募者全員の参加決定を行いました。 

※市内在住 15名、市外在住６名 

 

（３）参加報告 

日程：令和６年９月 16日（月・祝）午前 10時から正午まで 

場所：むさしのエコ reゾート 

参加人数：16名（４グループ） 

     第六期長期計画・第二次調整計画策定委員会委員 10名 

在籍 学年 人数 

中学校 

１年生 ２名 

２年生 ３名 

３年生 ２名 

高校 

１年生 ４名 

２年生 ４名 

３年生 １名 

合計 16名 

※市内在住 13名、市外在住 ３名 

傍聴者１名  
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３ .実施結果  

（１）開会・趣旨説明 

はじめに、第六期長期計画・第二次調整計画策定委員会の委

員長から開会あいさつを行いました。 

その後、事務局から全体スケジュールと意見交換会開催の

趣旨について説明しました。 

 

 

 

 

（２）各テーマの説明 

第二次調整計画の策定で議論している各テーマの課題や中

高生世代に話してもらいたいことなどについて、事務局から

説明しました。 

説明資料の作成にあたっては、事務局が８月中旬に受入れ

を行ったインターンの大学生の意見を取り入れながら、各テ

ーマを担当する各課と調整を行い、中高生世代にも伝わりや

すい内容となるよう工夫しました。 

 

（３）自己紹介・グループトーク  

 自己紹介の後、策定委員の進行のもと、グループトークを行

いました。冒頭のみ、グループごとにテーマを指定しました

が、その後は各テーマについて自由に話し合いました。 

１.就労を含めた高齢者の社会参加の支援 

２.子育て世代への外出支援 

３.今後の学校改築のあり方の検討 

４.吉祥寺のまちづくり（イーストエリア・パークエリア） 

 

（４）策定委員による発表  

グループを担当した策定委員によ

る発表を通じて、全体に共有を行い

ました。 

 

自己紹介の様子 

委員長あいさつ 

テーマ説明 

 

※グループトークの要約と発表の要録を次

ページから掲載いたします。全文録は、

市ホームページに掲載していますので、

右記二次元コードからご参照ください。 
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Ａグループ  （担当：岡部委員長）  

【グループトーク 要約】 

1. 就労を含めた高齢者の社会参加の支援 

■課題 

・高齢者が働きたい気持ちはあるけれど、情報が少なかったり、交通手段が不便なことが問題。 

・高齢者との交流の機会が少ない。 

 

■提案 

・高齢者が働ける場所や情報をもっと提供してほしい。 

・テンミリオンハウスなどで世代間交流のイベントを開いて、中高生も参加できるようにしてほし

い。 

・高齢者が地域の活動に参加しやすくなるような交通手段のサポート（例えば、タクシー券の配布な

ど）を検討。 

 

3. 今後の学校改築のあり方の検討 

■課題 

・学校の設備（特に水道）が不便で、飲み水がぬるい。 

・図書館が過ごしにくい環境になっている。 

・体育館や校庭でボール遊びができないことがある。 

 

■提案 

・学校にウォーターサーバーを設置して、冷たい水を飲めるようにしてほしい。 

・学校の図書館にソファやクッションを置いて、リラックスできる環境にしてほしい。また、地べた

に座れるエリアなど、過ごしやすい空間を作る。 

・放課後や休日に体育館や校庭を開放して、自由に運動できる場所を作ってほしい。 

 

4. 吉祥寺のまちづくり 

■課題 

・夜になると治安が悪く、ナンパや声をかけられることが多い。 

・中高生が集まって過ごせる場所が少ない。 

 

■提案 

・街灯を増やしたり、防犯カメラを設置したりして、夜も安心して歩けるようにしてほしい。 

・武蔵境のプレイスのように、中高生が自由に集まって交流できる場所を吉祥寺にも作ってほしい。 

・プレイスの B2フロアのような、いろいろな活動ができるスペースを作って、中高生向けのイベン

トを開催してほしい。 

・中高生が気軽におしゃべりできるスペース（騒いでも大丈夫な場所）を設置してほしい。 
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５. その他の意見（中高生以外の意見も含む） 

■テンミリオンハウス 

・テンミリオンハウスについて、もっと多くの人に知られるように広報を強化してほしい。 

・テンミリオンハウスで駄菓子屋やボードゲームのイベントを開催し、子どもたちと高齢者が自然に

交流できる環境を作る。 

 

【策定委員による発表 要録】 

A班は非常に盛り上がり、非常に勉強になりました。まず驚いたのは、中高生にとって武蔵野市は「西

高東低」の現状があることです。西側のほうが設備や環境が良く、吉祥寺方面は劣るという意見があり

ました。 

意見の中でも特に強調されたのは、プレイスの B2フロアのように、みんなが自由に過ごせる場所が

吉祥寺にも必要だという点です。声のトーンを気にせず、無目的に集まれる場所が欲しいとのことで

す。市の職員の方々には、この要望をぜひ覚えておいていただきたいです。新しい施設ができる際に

は、中高生が安心して集まれる場所を考えるべきです。 

また、テンミリオンハウスの話題も上がり、小中学生が気軽に寄れるような駄菓子屋を作ってほし

いという提案がありました。これにより、地域の高齢者と子どもたちが交流できる場所ができるとい

うアイデアです。 

次に、小学校や中学校の設備についてですが、ウォーターサーバーが欲しいという要望がありまし

た。ぬるい水が出てくるのが不満で、冷たい水が出るようにしてほしいとのことです。また、学童やあ

そべえで大人が遊んでくれる環境がとてもありがたいという声もありました。 

さらに、学校の図書館についても意見が出ました。ソファなどを置いて、もっとくつろげる居心地の

良い空間にしてほしいという要望です。 

私が感動したのは、中高生と話してみると、市に対する要望に非常に熱意があり、現実的でクリエイ

ティブなものが多いことです。市の職員の方々、プレイスのような素晴らしい施設を作るのは難しい

かもしれませんが、「西高東低」の現状を改善し、吉祥寺界隈でも中高生が気軽に集まれる場所を提供

することをぜひ考えていただきたいです。中高生による陳情を市長に出そうかと考えるほど、この問

題は重要だと感じています。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループトークの様子 策定委員による発表の様子 



7 

B グループ  （担当：木下委員）  

【グループトーク 要約】 

2. 子育て世代への外出支援 

■課題 

・子育て中の親が移動時に感じる負担が大きい。 

・バスや電車での移動が混雑していると、子連れの親が気を遣う。 

 

■提案 

・子連れ専用バスや優先席を設ける。 

・子育て世代が使いやすい交通手段や割引制度を導入する。 

・子どもを連れている親を支援するマークを導入し、周囲の支援を促す。 

・高齢者の運転手が登録制で子育て世代をサポートする仕組みを作る。 

 

3. 今後の学校改築のあり方の検討 

■課題 

・学校の規模や校舎の設計が先生と生徒の距離に影響する場合がある。 

 

■提案 

・先生との距離が近い校舎の設計を考える。 

・生徒が意見を言いやすい環境を整え、授業の改善に役立てる。 

 

4. 吉祥寺のまちづくり 

■課題 

・中高生が気軽に集まれる場所が少ない。 

 

■提案 

・中高生が自由に集まれる場所や施設を増やす。 

・勉強できる場所を駅の周りだけでなく市内に点在させる。 

・勉強できる場所や、音楽を練習できる場所を増やす。 

・多世代が交流できるスペースを設け、視界に入るような設計を考える。 

・地元の大学生をコミセンの管理者として雇い、若者が安心して集まれる環境を作る。  



8 

【策定委員による発表 要録】 

Bグループも非常に多様な意見が出て、本当に勉強になりました。まず、子どもがいる世帯の移動に

ついてですが、いくつか共有させていただきます。最初に出たのが、障害がある方々が使っているヘル

プマークのように、子連れの親が公共交通機関を使う際に配慮しますよという気持ちを周囲が表明す

るためのマークをつくるというアイデアです。これはなるほどと思いました。次に、女性専用車両のよ

うに、子連れ専用バスの提案がありました。また、高齢者の支援として、免許と車を持つ時間のある方

が子ども連れの親を移動で手伝うという提案も出ました。 

次に、吉祥寺のまちづくりについてです。グループ内では音楽をやっている方が多く、無料で使える

音楽スペースがあれば非常に重宝するという意見が一番多く出ました。また、駅周辺だけでなく、市内

全体にサードプレイス的な場所を点在させてほしいという在住学生からの要望がありました。さらに、

外から通っている学生からも、市民だけでなく吉祥寺に通う人たちが使いやすいサードプレイスの工

夫が求められました。コミセンや武蔵野プレイスなどで世代間が分断されてしまっているところに対

して、世代間や異なる背景を持つ人々が混在し、同じ空間で過ごせるような工夫が大事だという意見

も出ました。 

最後に学校についてですが、少子高齢化で子どもが減る中で教師の負担が減り、教師との距離が近

づくため、これはポジティブな変化ではないかという意見が出ました。また、校舎の建て替え時には、

生徒と教師が日常的に顔を合わせるような動線にしてほしいという提案がありました。顔を合わせな

いと教師との距離が遠いてしまうので、その点を考慮してもらいたいとのことでした。 

  

グループトークの様子 策定委員による発表の様子 
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C グループ  （担当：古賀委員・荻野委員）  

【グループトーク 要約】 

1. 就労を含めた高齢者の社会参加の支援 

・畑仕事やお寺での仕事、趣味の延長で絵を売ったりしている。 

 

3. 今後の学校改築のあり方の検討 

■課題 

・学校の建物が古く、使い勝手が悪い場合がある。 

・プロジェクターやホワイトボードを活用した授業やオンライン授業の導入については意見が分かれ

る。 

・クラスの人数や学校の規模が適正でない場合、部活動やクラス活動に影響が出る。 

 

■提案 

・デザインよりも実用性を重視した校舎の設計を行う。 

・黒板だけでなく、プロジェクターやホワイトボードを活用した授業を増やす際は、生徒や先生側の

メリットデメリットを検討する。 

・オンライン授業の導入は、対面授業の補完として検討するが、友達とリアルに会う重要性も考慮す

る。 

・大規模な学校のメリットとして、リーダーシップ教育や部活動の充実が挙げられる。 

・少人数学級の利点として、教師の負担軽減や生徒への目配りがしやすい点を考慮する。 

・クラス活動や部活動を通じて、生徒同士のつながりを強化する。 

 

4. 吉祥寺のまちづくり 

■課題 

・中高生が気軽に集まれる場所が少ない。 

・北口エリアで用事が済んでしまい、南口エリアは利用頻度が低い。 

・自転車駐輪場が駅から遠い場合があり、不便。 

 

■提案 

・吉祥寺にも武蔵野プレイスのような、中高生が自由に集まって交流できる場所を設置する。 

・公共施設やカフェなど、中高生が気軽に勉強や交流できる場所を増やす。 

・駅近くの自転車駐輪場を増設し、利便性を向上させる。 

・パークエリアの個性的な店舗を維持し、全世代が住みやすいまちづくりを継続する。 
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【策定委員による発表 要録】 

まず、テーマ１の高齢者の働く場所についてですが、各参加者のおじいちゃんたちは生き生きとや

りがいを持っていて、畑仕事やお寺での仕事などに取り組んでいるため、定年後の生活に特に問題を

感じていないということがわかりました。 

テーマ３の今後の学校改築については一番長く議論しました。市内の中学校や私立高校に通う子ど

もたちの意見を聞いて、将来の学校の在り方について話し合いました。特に、黒板が必要かどうかと

いう点が注目されました。現在のプロジェクターやホワイトボードを使った授業には、見やすい反

面、先生のスピードについていけない、書くのが間に合わないなどの問題があるとの意見が出まし

た。黒板が必ずしも良いわけではないが、プロジェクターやホワイトボードの使い方も考える必要が

あるという話になりました。 

また、大きい学校と小さいクラスのどちらが良いかについては明確な意見は出ませんでしたが、両

方に良さがあるという意見もありました。中学校に入ると他の学校と一緒に部活をすることもあると

いう話も出ました。 

最後に吉祥寺のまちづくりについてです。吉祥寺は個性的な店が多く、全世代に優しいまちという

イメージがあります。特に興味深かったのが、南口のパークエリアについての話です。高校生になる

と吉祥寺外の人と一緒にパークエリアに行くことが増えるという発見がありました。中学生の頃は北

口のマックやヨドバシ、ラウンドワンなどで過ごすことが多かったようです。また、自転車の置き場

が駅から遠くて不便だという意見も出ました。  

グループトークの様子 策定委員による発表の様子 
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D グループ  （担当：吉田委員・伊藤委員）  

【グループトーク 要約】 

1. 就労を含めた高齢者の社会参加の支援 

■課題 

・高齢者が社会に参加する機会が限られている。 

・若者と高齢者の交流が少ない。 

 

■提案: 

・高齢者がコーチや指導者として部活動で活躍する機会を提供する。 

・小学校で昔の遊びや日本文化を教える活動を増やす。 

・学校の給食時間にリモートで高齢者とつながる仕組みを作り、孤食を防ぐ。 

・高齢者が若者の文化に触れる機会を増やし、交流を促進するプロジェクトを考える。 

 

2. 子育て世代への外出支援 

■課題 

・子育て中の親が公共交通機関で移動する際に不便を感じる。 

・経済的に余裕がない家庭が子育てを諦めることがある。 

 

■提案 

・子育て世代専用のバスやムーバスを導入する。 

・子育て世代用のタクシーサービスを考える。 

・リユースシステムを強化し、使わなくなった子育てグッズやおもちゃを必要な家庭に提供する仕組

みを作る。 

・朝食を食べて来ない子どもに対して、学校で簡単な朝食を提供する仕組みを考える。 

 

3. 今後の学校改築のあり方の検討 

■課題 

・クラスの人数が多すぎると、一人ひとりの交流が減少する。 

・学校に行きにくい子どもがいるが、現行の教室環境では対応が難しい。 

 

■提案 

・1クラス 30人程度が適正と考えられる。 

・新しい学校には、学校に行きにくい子どもが安心して過ごせる専用スペースを設ける。 

・教室内に仕切りを設け、授業を受けやすい環境を作る。 

・少人数でも充実した部活動ができるよう工夫する。 

 

4. 吉祥寺のまちづくり 

■課題 

・吉祥寺に中高生が気軽に集まれる場所が少ない。 

・南口エリアは中高生によっては利用頻度が低い。 

 

■提案 

・吉祥寺にも武蔵野プレイスのような、中高生が自由に集まり交流できる場所を設置する。 

・パークエリアに個性的な店舗を維持し、全世代が住みやすいまちづくりを継続する。 

・東急の屋上のような、無料で集まれる場所があると良い。 
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【策定委員による発表 要録】 

まず、吉祥寺の居場所についてですが、皆さんプレイスの地下 2階がとても過ごしやすいとの意見

が多く出ました。防音装置があり、無料で利用できる場所をもっと増やしてほしいという要望があり

ました。特に高校生や中学生にとって数百円でも負担が大きいため、コミセンにもそういった場所が

あると使いやすいとのことです。 

次に、吉祥寺の再開発についてです。吉祥寺はアウェイ感のないホームタウンというイメージを維

持してほしいという意見がありました。具体的には、大都市的なビルが林立するのではなく、公園が

あり落ち着いた街並みを保ってほしいとのことです。 

学校についても多くの意見が出ました。理想のクラス人数は 30人くらいが良いという意見がありま

した。少人数であれば友情や絆が作りやすく、全学年の顔がある程度わかるからです。また、教室内

に仕切りのあるスペースを設け、授業に参加できない子たちが音を聞きつつ、参加したいときだけ仕

切りを取り外して参加できるシステムが参考になるという意見もありました。学校の合併には否定的

な意見が多く、クラブだけの合併を模索してはどうかという提案が出ました。 

子ども世代の移動については、お母さんや子どもが利用できる専用のムーバスがあれば良いという

意見が出ました。 

高齢者支援については、高齢者が運動コーチやストリングスのオーケストラ指導などのスキルを活

かせる場所があれば良いとのことです。また、高齢者が孤立しないために、リモートで学校給食を共

有するなどの取り組みが提案されました。 

その他の意見として、あそべえで朝ご飯を提供し、朝食を食べずに来る子どもたちが授業に集中で

きるようにする提案や、子育て支援のリユースシステムをもっと簡単に利用できるようにしてほしい

という要望がありました。  

グループトークの様子 策定委員による発表の様子 
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（５）全体共有 

グループトークの様子や発表を受けて、第六期長期計画・第二次調整計画策定委員会の副委員長か

ら、参加者全体への問いかけなどを通じた共有を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）参加特典の配付と閉会 

参加証明書及び QUOカード 1,000円分を参加特典として配付しました。 

おわりに、第六期長期計画・第二次調整計画策定委員の箕輪委員から閉会のあいさつを行いまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体共有の様子 

箕輪委員あいさつ 
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４ .参加者アンケート結果  

（１）ご自身（学年）について回答をお願いします                                                                                                                                                                                                                                                                                                   

 

 

 

（２）本意見交換会はどこでお知りになりましたか？（いくつでも） 

 

■その他意見（いずれも複数参加者からの回答あり） 

・Teensムサカツ、中高生リーダー経由の案内 

・友達に誘われて 

 

 

 

中１

12%

中２

19%

中３

13%
高１

25%

高２

25%

高３

6%

0 1 2 3 4 5 6

その他

（公立中学校）学習者用コンピュータ配信内容

保護者、先生からの勧め

学校から配布されたチラシ

ＳＮＳ

市ホームページ

市報
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（３）今回、参加をお決めいただいた理由は何ですか？（いくつでも）  

  

■その他意見 

・学校の探究活動のテーマが子育て世代の外出についてだったから。 

 

（４）参加された感想をお聞かせください 

 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

その他

保護者や学校の先生から勧められたから

参加特典が魅力的だったから

これまで市の事業に参加したことがあり、

良い経験ができた、役に立ったから

日頃感じていることについて同年齢の参加者と

話してみたかった、意見を聞いてみたかったから

武蔵野市に住んでいる、あるいは通学している中で

何か活動してみたいと思っていたから

武蔵野市の計画づくりに興味があったから

武蔵野市の取組みに興味があったから

面白かった、楽しかった

100%

面白かった、楽しかった 面白くなかった、つまらなかった どちらでもない
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（５）今日のプログラムの良かった、話しやすかったと感じるポイントを教えて

ください。（いくつでも） 

 

■その他意見 

・自由に発言できること 

・気軽に思いを話せたところ 

 

（６）全体の時間（２時間）について  

 

 

 

 

 

 

 

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

その他

最後の発表がなかったこと

トークテーマが決まっていたこと

グループに分かれてのトークだったこと

ちょうどよい 44%短かった 56%

ちょうどよい 短かった 長かった その他
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（７）開催日時について今後の参考とするため、参加しやすい日時を教えてくだ

さい。（いくつでも） 

 

■その他意見 

・平日の夜 

・平日の夜にオンライン 

 

（８）今回参加されて、どのようにお感じになりましたか？（いくつでも）  

 

 

0 2 4 6 8 10 12 14

その他

日曜日（午後）

日曜日（午前）

土曜日（午後）

土曜日（午前）

0 2 4 6 8 10 12 14

その他

何も感じなかった

いろいろな人がいて、

いろいろな意見や考え方があることがわかった

今後の武蔵野市について考える機会となった

今まで知らなかった人（他の学校の人）と

知り合うきっかけとなった

武蔵野市の計画づくりについて興味・関心が高まった

武蔵野市の取組みについて興味・関心が高まった
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（９）今後やってみたいと思う活動はありますか？（いくつでも）  

 

 

（10）今後、市が中高生世代向けのイベントを開催するとしたら、どのような内

容を希望しますか 

・イベントとは異なりますが、市の開催するイベントでボランティアスタッフとしてお手伝いさせて

いただく機会が欲しいと思っています。 

・中高生交流会をして色々な人と話したい。 

・今回のように中高生世代と大人が意見を出し合える会 

・自由な物 

・今回のような意見交換会 

・様々な楽器の体験イベント、様々な世代の交流会 

・パフォーマンス発表・色々な職業の人のワークショップ（ヘアメイク・食べ物など）・意見交換会 

・みんなで楽しく話しあえる会がほしい 

・市の取り組みを同年代に伝えるためにどのようなことができるか話し合いたいです。 

・中高生だけでなく、大学生や社会人など、色んな人と一緒に話してみたい。中高生に関わる政策に

ついて話してみたい。 

・子どもや高齢者とふれあいのあるイベント 

・武蔵野市の活性化のための取組みについて深く知れるような内容 

・今回と同じような中高生だからこそ話せる内容。中高生からしか言えないようなこと。 

・今回のような意見交流会が良いです。 

0 2 4 6 8 10 12 14

特にやりたい活動はない

地域の活動などに参加してみたい

中高生世代の目線で、

市の事業についてのPR等に関わってみたい。

子ども・若者に関する計画づくりに

参加してみたい、意見を出してみたい

第六期長期計画・第二次調整計画の計画案が

公表されたら意見を出してみたい

第六期長期計画・第二次調整計画の計画案が

公表（11月15日予定）されたら読んでみたい
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（11）その他、今日の感想（興味を持たれたこと、印象に残ったこと、困ったと

ころ、わかりづらかったところなど）を自由にご記入ください  

・グループワークを通して、様々な考え方や案を知り自分の考えの幅も広がったように思います。と

ても実りのある２時間でした。ありがとうございました。 

・市がパークエリアの開発に目を向けているとは知らなかった。今後意識して目を向けてみようと思

う。 

・今まで知らなかった人と色々な意見を出し合えて面白かった。 

・自分の思った事を自由に気軽に発言できてとても話しやすかったし、委員の方々から質問してくれ

て話しやすかった。 

・思っていたよりも話しやすくて、楽しめた。あまり意見が出せなかった。 

・校舎のあり方が興味深かったです。クラスの数、人数、導線など新たな視点が新鮮でした。 

・毎年参加していて、今回も楽しく参加できてよかった。時間が足りず、話が深まりきらなかったの

で、テーマをしぼった方が良いと思った。話し足りない人は残って話し合えるようにしてくれたら

うれしいです！ 

・私だけでは思いつかなかった意見がきけてよかったです。 

・自分たちの意見をしっかり聞いていただけてとてもうれしかったです。 

・貴重な機会を頂き、誠にありがとうございました。自分一人では考えることのできない、様々な魅

力のある意見をお聞きすることができ、非常に楽しかったです。今回話し合った内容を私達中高生

世代で計画して市の方に提案したいです。この度はありがとうございました。またご機会があれば

よろしくお願いいたします。 

・eスポーツなら eの中でのグループ、スケボーならスケボー場、ラップならサイファーなど独自で

成長できる場があります。そちらを部活にするというよりは既にある部活をもっと成長させられる

場を作るほうがいいと思います。 

・今まで自分が住んでいた場所なのに、市政含め、知らないことがたくさんあるのだと知った。特に

プレイスの B2については知らなかったのでぜひ行ってみたい＆吉祥寺にもそのような居場所が欲

しい！また、市が行っている様々なことをもっと知りたいと思った（テンミリオンハウスなど…） 

・なかなか話し合いをできる機会はなかったので、色々な意見を出したり聞いたりできて楽しかった

です。 

・普段市役所で仕事をなさっている方々や、他校の同世代の人と話し合う機会がないため、自分の身

になるとても良い機会となった。また、このような話し合いの場があれば、参加したいです。 

・自由に話せてとても楽しかった。みんな色々な意見があって良かった。 

・どんな意見でも、皆しっかり聞いてくれてうれしかった。自分の意見が市の方に反映して下さると

嬉しいです。お菓子の提供嬉しかった！！また来たいです。ありがとうございました！ 
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５ .参考資料  

（１）募集チラシ 

 

 

（２）当日説明資料 
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（３）実施までの経過 

  日付 内容 

実施に向けた

周知・募集 

７月４日 武蔵野市立小中学校定例校長会での周知 

７月 12日 都立/私立中学・高等学校へのチラシ送付 

７月 16日 
学習者用コンピュータ・保護者アプリでのチラシ送付（市立小中学

校） 

７月 18日 市ホームページに掲載 

７月 29日 
FMむさしのゲストトークにて紹介 

武蔵野三鷹ケーブルテレビ シティニュースにて紹介 

８月１日 市報８月１日号特集面に掲載 

８月２日 市 SNS発信 

８月 13日 
「Teensムサカツ」参加者、「中学生・高校生リーダー養成講座」

登録者にメール送付（児童青少年課） 

８月 21日 

第六期長期計画・調整計画 

「住んでる・住みたい武蔵野市を中高生世代が考えよう」参加者に

メール送付（企画調整課） 

８月 22日 市 SNS発信 

実施当日 ９月 16日 「策定委員と中高生世代との意見交換会」開催 

実施報告 10月 22日 報告書発行 

※ 発信・発送する内容については、市から発信・発送した日としている。 
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